
AIは人間の仕事を奪わない！
～人間とAIが共に生きる未来に向けて～

生成AIに任せるべきこと、人間がすべきこと 分科会
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優勝するぞ！！



1. 現状の整理



1. 現状の整理

Q.そもそも、このような世界は本当に来るのでしょうか？

（出典）映画 ターミネーター （出典）映画 エクス・マキナ



AIチャットボットと会話した結果、暗殺計画を遂行

事例①：AIが暗殺をそそのかす

1. 現状の整理

（出典）BBC NEWS JAPAN 英女王暗殺計画、AIチャットボットが犯人を「鼓舞」するまで https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-67063209 (2023/10/10)

https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-67063209


AIチャットボットと会話した結果、命を絶ってしまった

事例②：AIが自殺をそそのかす

1. 現状の整理

（出典）NHK NEWS WEB 生成AIと会話を続けた夫は帰らぬ人に… https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230728/k10014145661000.html (2023/7/28)

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230728/k10014145661000.html


Q.そもそも、このような世界は本当に来るのでしょうか？

A.もう来ています。

1. 現状の整理



これらの事例の共通点は「AIとの会話」

1. 現状の整理

生成AIの登場により
「会話」ができるようになった。
ChatGPTの登場により
急速に進歩した。

（出典）総務省(2024) 「令和6年度版情報通信白書」



生成AIが色々なものに組み込まれ始めた

1. 現状の整理

生成AIが体を持ち始めた



生成AIに対して、私たちはどのように接すればよいか
考える時期に来ています。

1. 現状の整理

生成AIの発展は急速に進み、止められない



2. 生成AIへの対応



国レベルでの方針：日本

2. 生成AIへの対応

「人間中心のAI社会原則」

悪用されない限り、AIの活用には寛容な立場

我々は、AI を利活用して効率性や利便性を追求するあまり、人間が AI に過度に依存したり、人間の
行動をコントロールすることに AI が利用される社会を構築するのではなく、人間が AI を道具として使い
こなすことによって、人間の様々な能力をさらに発揮することを可能とし、より大きな創造性を発揮したり、
やりがいのある仕事に従事したりすることで、物質的にも精神的にも豊かな生活を送ることができるような、
人間の尊厳が尊重される社会を構築する必要がある。

（出展）内閣府(2019) 「人間中心のAI 社会原則」 2.基本理念



国レベルでの方針：アメリカ

2. 生成AIへの対応

「AIに関する倫理ガイドライン」（ホワイトハウス 大統領令）

技術の安全性、倫理性、透明性を確保

AI技術の開発と使用における倫理的な考慮事項（プライバシー保護、公平性、説明責任など）

AI技術が個人データを扱う場合、企業に対して透明性と説明責任を求める法案

「消費者プライバシー法」（カリフォルニア州 民法）

引用：総務省 政策 白書 令和6年版 米国 特集② 進化するデジタルテクノロジーとの共生 https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/nd142220.html (2023/10/30)

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/nd142220.html


国レベルでの方針：EU

2. 生成AIへの対応

「AI法案」

リスクをベースとした対応

AIシステムはリスクレベルに応じて分類され、高リスク、中リスク、低リスクのカテゴリーに分けられる。高リス
クに分類されるAIシステムには、厳格な要件が課される。これには、データガバナンス、透明性、説明責任、
監査可能性、セキュリティ対策が含まれる。

「GDPR」

個人データの収集、使用、保存に関して、データ主体の権利を尊重し、適切な通知と同意を得る必要が
ある。

（出典）総務省(2024) 「令和6年度版情報通信白書」



2. 生成AIへの対応

各国、それぞれの考え方に基づいて方針を定めている

企業レベルではどうか？



2. 生成AIへの対応

日本は「方針を定めていない」
「わからない」が非常に多い

（出典）総務省（2024）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」



2. 生成AIへの対応

他国と比べるとギャップがある

これを何も考えず埋めようとするとどうなるか？



2. 生成AIへの対応

わるいコンサル

えらいひと

これからは生成AIですよ
コンサルしますよ、ついでにうちの製品買ってください

生成AIを使え！
なんでもいいからカッコいい事例を作れ！

よくわからず生成AIを推進する

例えば…



2. 生成AIへの対応

生成AIを鵜呑みにして、
間違えた判断を
してしまうことがある

（出典）読売新聞オンライン（2024/03/06）「中学１年生２５０人の半数超、理科の課題で同じ間違い…教諭の違和感の正体は生成ＡＩの「誤答」
https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/news/20240306-OYT1T50080/



2. 生成AIへの対応

むやみに使うのではなく、特性・リスクを理解して、
使いどころを考えて使うべき

でも、どう考えればいいのかわからない…



3. 生成AIと人間の得意分野



3. 生成AIと人間の得意分野

生成AIは何が得意/不得意なのでしょうか？



3. 生成AIと人間の得意分野

• スピーディーに案を量産することは得意

• 独創的なアイデア創出は難しい

• 表面上だけではない本質的な課題設定が難しい



3. 生成AIと人間の得意分野

本当に？

実験してみました。



仕事において基本となる「問題解決」に着目

3. 生成AIと人間の得意分野

参考：トヨタ式 問題解決の8ステップ

①問題を明確にする
②現状を把握する
③目標を設定する
④心因真因を考え抜く
⑤対策計画を立てる
⑥対策を実施する
⑦効果を確認する
⑧成果を定着させる

問題解決のステップを参考に
2つの観点での実験を行った



3. 生成AIと人間の得意分野

(引用) (株)OJTソリューションズ, 「トヨタの問題解決」, KADOKAWA/中経出版, 2014年5月15日

問題解決のアプローチは3種類に
分類されています。

今回は
A：ビジョン指向型問題解決
B：発生型問題解決
で比較実験を行う



実験の概要

3. 生成AIと人間の得意分野

生成AIは良いテーマを設定できるか？
※「①問題を明確にする」を比較

■観点A(ビジョン指向型問題解決) ■観点B(発生型問題解決)

課題解決アイデア創出

公開されている社会課題に対し、
生成AIは効果的な解決策を提供できるか？
※「②現状を把握する」～
 「⑤対策計画を立てる」 を比較

①問題を明確にする
②現状を把握する
③目標を設定する
④心因真因を考え抜く
⑤対策計画を立てる
⑥対策を実施する
⑦効果を確認する
⑧成果を定着させる ※⑥, ⑦, ⑧は手を動かすフェーズのため対象外とする



アイデア創出に関する実験

3. 生成AIと人間の得意分野

Web上にハッカソンの概要および受賞作品が掲載されている、「NRI 
Hackathon 2023」を使用し、アイデア創出に関する実験を行った

ハッカソンの⼤枠
旅をテーマに、大田区の課題
を解決するもの

最優秀賞
大田区の銭湯などを回りなが
ら観光できた数を競うゲーム

（出典）NRI Hackathon（2023）NRI Hackathon 2023 https://bitconnect.nri.co.jp/2023/



アイデア創出に関する実験：ハッカソンのアイデア創出①

3. 生成AIと人間の得意分野



アイデア創出に関する実験：ハッカソンのアイデア創出①

3. 生成AIと人間の得意分野

ハッカソンの⼤枠のみを生成AIに提示
テーマ設定、課題設定、課題解決手法の検討を一任

生成AIは「地域ガイドアプリ」や「デジタルスタンプ」といった、一般的なまちづ
くりに関する解決策のみを提示するに留まった。



アイデア創出に関する実験：ハッカソンのアイデア創出②

3. 生成AIと人間の得意分野



アイデア創出に関する実験：ハッカソンのアイデア創出②

3. 生成AIと人間の得意分野

テーマを定めて生成AIに提示
「銭湯に行く人を増やしたい」というテーマのもと、課題設定、課題解決手
法の検討を一任

「銭湯ナビゲーション・リコメンドアプリ」や「銭湯のイベント」など銭湯に特化し
た提案が出るようになり具体化したものの、内容は一般的な活性化施策
の範疇を超えない水準に留まった。



アイデア創出に関する実験の考察

3. 生成AIと人間の得意分野

独創性 具体性 スピード

全て人間が考える ◎ ◎ △

人間がテーマ設定し、
生成AIがアイデアを考える

△ ◎ 〇

全て生成AIが考える △ △ ◎



アイデア創出に関する実験の考察

3. 生成AIと人間の得意分野

ユースケース

全て人間が考える 独創的・具体的なアイデアを出したいとき

人間がテーマ設定し、
生成AIがアイデアを考える

具体的なアイデアを、サクッと出したいとき

全て生成AIが考える とにかくスピード感を持ってたくさん案を出すとき

求められる内容や使える時間に応じて
適切な使い方を選択する必要がある



課題解決に関する実験

3. 生成AIと人間の得意分野

Web上にデータが公開されている「令和６年執行 第50回衆議院議員
総選挙 岐阜県年齢別投票率」を使用し、投票率改善に関する課題解
決を行わせる

あるべき投票率
100%とする

ギャップ
44.88%の人が選挙に
行っていない

現状
投票率 55.12%

（出典）岐阜県公式ホームページ 令和6年執行 第50回衆議院議員総選挙 年齢別投票率（抽出） https://www.pref.gifu.lg.jp/uploaded/attachment/424259.pdf



3. 生成AIと人間の得意分野

生成AIオンリー 生成AI＋人間
ステップ1：
問題明確化

あるべき姿: 投票率100%。
現状：岐阜県の2024年衆議院選挙の投票率は 55.12%
問題：44.88%の人達が選挙へ行っていない

ステップ2：
現状把握

若年層や特定の性別の投票率が低い可能性
がある。

50－54歳の世代が選挙へ行っていない人
口が多い。
ついで、若年層の投票率が低い。

ステップ3：
目標設定

次回の選挙では投票率を70%以上に引き上げ
る。

もっとも投票率アップに貢献が見込める
50代前半の投票率を現状の55.52%から、
1年後の選挙（参議院）までに60%以上へ
4年後の選挙（衆議院）までに65%以上へ
引き上げる。

課題解決に関する実験：投票率向上に向けた課題解決



3. 生成AIと人間の得意分野

生成AIオンリー 生成AI＋人間
ステップ4：
要因分析

若年層が選挙へ行かない要因分析
・若年層の関心の低さ 
(選挙の重要性に対する認識不足)
・選挙に関する情報の不足 
(候補者情報や政策の不明確さ)
・投票が義務ではなく「権利」であることによる自
発性の欠如

50-54歳が選挙へ行かない
┣ 時間がない
┃┣ 業務時間が長い
┃┣ 年齢的に役職が高く忙しい(真因)
┃┗ 育児や介護に追われ忙しい(真因)
┗ 政治へ関心がない
┣ 不信感が強い
┣ 「一票で変わらない」と感じる
┗ 生活への影響を感じていない(真因)

ステップ5：
対策検討

・学校での選挙教育
・SNSや動画サービスでの投票啓発
など

・期日前投票時間の拡⼤
・オンライン投票導入
・生活に直結する課題（税金等）を訴求
など

課題解決に関する実験：投票率向上に向けた課題解決

※ステップ４、5は生成AIがアイデア出しを実施



3. 生成AIと人間の得意分野

年齢 [歳] 有権者数 [人] 投票者数 [人] 未投票者 [人] 世代ごとの投票率 [%]

18-19 2248 947 1301 42.13

20-24 5590 1869 3721 33.43

25-29 5074 1870 3204 36.85

30-34 5245 2276 2969 43.39

35-39 6504 3019 3485 46.42

40-44 7122 3640 3482 51.11

45-49 8351 4433 3918 53.08

50-54 9270 5147 4123 55.52

55-59 7931 4757 3174 59.98

60-64 7346 4958 2388 67.49

65-69 7252 5138 2114 70.85

70-74 8139 5809 2330 71.37

75-79 7931 5443 2488 68.63

80ー 12709 6211 6498 48.87

課題解決に関する実験：投票率向上に向けた課題解決

※岐阜県のデータをもとに当研究会で分析したデータ

投票率が低い世代
（若年層）だけでな
く、未投票者数が多
い世代（50代）に
も注目すべき



3. 生成AIと人間の得意分野

人間の分析結果
表内のある投票率ではなく、人口差に着目。
50-54歳層を対象に施策を打つことが最も効果的

生成AIの分析結果
表内の投票率で最も低い

20-24歳層を対象に施策を打つことが最も効果的

生成AIは表面上の数字のみでしか考察ができず、
本質的な判断を行えない可能性がある

課題解決に関する実験：投票率向上に向けた課題解決



3. 生成AIと人間の得意分野

課題解決に関する実験の考察

ステップ 当研究会が考える役割分担

②現状を把握する 人間優位

③目標を設定する 人間優位

④真因を考え抜く 人間＋生成AI（アイデア出し有用）

⑤対策計画を立てる 人間＋生成AI（アイデア出し有用）



実験の結果、生成AIは

3. 生成AIと人間の得意分野

• スピーディーに案を量産することは得意

• 独創的なアイデア創出は難しい

• 表面上だけではない本質的な課題設定が難しい



4. 生成AIが担うべき役割、人間が担うべき役割



4. 生成AIが担うべき役割、人間が担うべき役割

人間が担うべき役割 生成AIが担うべき役割

• 新たな価値の創出
AIの提案などを出発点とし、人間が総合的な
判断力や社会的感受性、コミュニケーション能
力を駆使して新たな価値領域を切り拓く

• 生成AI活用箇所の的確な判断
生成AIの得意/不得意を理解し、求める成果
に対して生成AIが最適かを見極めた上で、適
切な箇所に活用する。

• 人間を補助する
アイデアの素案や、人間が考えたアイデアに対
してのプロトタイプを素早く提示する。また、人
間が設定したテーマに基づき、関連情報を効
率的に収集・整理する。

人間の意思決定を支援する情報や選択肢を
提供する。あくまで提供するにとどめ、意思決
定は人間が行う。

当分科会が考える役割分担



4. 生成AIが担うべき役割、人間が担うべき役割

この分担ができないと何が問題なのか？



4. 生成AIが担うべき役割、人間が担うべき役割

オートメーションにより人間は

• 充実感が下がっていく
• 衰えて、緊急事態に対応できなくなる

（出典）ニコラス・G・カー「オートメーション・バカ -先端技術がわたしたちにしていること」

AIに頼り、自分で考えなくなると、
これらが加速する恐れがある



4. 生成AIが担うべき役割、人間が担うべき役割

人間が担うべき役割

• 新たな価値の創出
AIの提案などを出発点とし、人間が総合的な
判断力や社会的感受性、コミュニケーション能
力を駆使して新たな価値領域を切り拓く

• 生成AI活用箇所の的確な判断
生成AIの得意/不得意を理解し、求める成果
に対して生成AIが最適かを見極めた上で、適
切な箇所に活用する。

私たちはどうすればいいのか？

• 問題解決力
「8STEPの思考」

• 新しい技術への適応力
「AIを的確に使う勘所」

身に着けるべき能力



4. 生成AIが担うべき役割、人間が担うべき役割

問題解決力
×

新しい技術への適用力

今までも必要と言われてきませんでしたか？



結局、求められる能力は変わらない

4. 生成AIが担うべき役割、人間が担うべき役割

• 問題解決力
「8STEP」のようなフレームワークを用いつつ、問題を正確にとらえ、それを解
決していける力
どんなに発達した世界でも「課題」を人間が見つけて打ち手を「判断」するこ
とは変わらない

• 新しい技術への適用力
例えば生成AIのような凄まじい技術を前にしたとき、「何ができて」「人間の
何を拡張するのか」を捉え、協働で新たな価値を追求できる力

社会・企業全体でこれらの力を養っていきましょう



このような世界を防がなければいけません

（出典）映画 ターミネーター （出典）映画 エクス・マキナ



（出典）テレビ朝日(https://www.tv-asahi.co.jp/ch/contents/anime/0012/)



ご清聴ありがとうございました
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